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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月1日(2009.4.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管腔臓器が撮影された複数の断層像に基づいて、前記管腔臓器の芯線を求め、その芯線
を用いた画像を表示する画像表示装置であって、
　前記複数の断層像を入力する入力手段と、
　前記各断層像について前記管腔臓器が撮影された管腔臓器領域を二値化抽出し、複数の
二値画像を生成する二値化手段と、
　前記二値画像に含まれる前記管腔臓器領域の一点を中心とする三次元の小領域であって
、前記一点を含む二値画像に連続する他の二値画像の管腔臓器領域も更に包含する三次元
の小領域を設定する小領域設定手段と、
　前記小領域に含まれる前記管腔臓器領域の平均座標と前記小領域の中心となる一点に対
応する中心座標とを求める座標算出手段と、
　前記求められた平均座標と前記小領域の中心座標との距離を求める距離算出手段と、
　前記求められた距離と、前記平均座標を前記芯線の座標として用いるか否かを判断する
ための所定の距離と、を比較し、前記求められた距離が前記所定の距離より小さい場合は
、前記平均座標を前記芯線の座標とすると判断する芯線座標判断手段と、
　前記芯線の座標に基づいて芯線を生成する芯線生成手段と、
　前記芯線を用いた画像を生成する画像生成手段と、
　前記芯線を用いた画像を表示する表示手段と、
　を備えることを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　前記画像生成手段は、前記生成された芯線に仮想内視鏡の視点を設定し、その視点から
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前記管腔臓器の内部に仮想光線を照射し投影面上に投影した仮想内視鏡画像を生成し、
　前記表示手段は、前記仮想内視鏡画像を表示する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記画像生成手段は、前記生成された芯線に基づいて前記管腔臓器の走行方向に沿った
曲面任意多断面再構成像を生成し、
　前記表示手段は、前記曲面任意多断面再構成像を表示する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記管腔臓器は、被検体の肝臓内を走行する血管であって、
　前記肝臓内の任意の血管内の点を指定する指定手段を更に備え、
　前記画像生成手段は、前記指定された点よりも抹消方向を走行する血管から血液が供給
される血管支配領域を示す画像を生成し、
　前記表示手段は、前記血管支配領域を示す画像を表示する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項５】
　前記所定の距離を設定するための距離設定手段を更に備え、
　前記芯線生成手段は、前記設定された距離が小さいほど細い芯線を生成し、前記設定さ
れた距離が大きいほど太い芯線を生成する、
　ことを特徴とする請求項１乃至４の何れかに記載の画像表示装置。
【請求項６】
　芯線の太さを指定するための指定手段を更に備え、
　前記芯線生成手段は、前記指定された太さの芯線を生成する、
　ことを特徴とする請求項１乃至４の何れかに記載の画像表示装置。
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